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能登半島地震の 地震災害の 概要 とね らい

田崎和江
＊

Preface：The　Noto　Hanto　Earthquake　in　2007
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

TAZAKI 　Kazue

は じめ に

　2007年 3月 25 日 9 時 41 分に 発生 した能登半島地 震 で は

マ グ ニ チ ュ
ード6．9 を観測 し，輪島市 を中心 と して 死者 1名，

負傷者約 200 名，家屋 の 全半壊 と
一

部 損 壊，道 路 の 亀 裂
・
陥

没
・
隆起 地滑 り災害をもた ら した （第 1図 ）．さ ら に，地

元 の 漆器 産 業 をは じめ，隆起 に よ る 藻場や 定置網，船矜 き場

の 損害，漁 業，観光 業 な どの 産業基 盤 に も甚大な被害をもた

ら した．被害地で は，自然科 学，人文 科学，社会科学 の 領域

を超えた 総合的 ・学際的調査研究が 行 われ た，

震源，余震域

　2007年 3月 25H9 ：41 （当 初 の 9 ：42 を訂 正 ），能登半

島沖 を震源地 とす る 強 い 地 震 が あ っ た．金 沢 地 方気 象台 に よ

る と，震 源地 は 輪島市 の 南西約 30キ ロ ，震 源 の 深 さ約 11キ

ロ ．地 震 の 規 模 はマ グ ニ チ ュ
ー

ド 〔M ）6．9 と推測 され，石

川 県内の 観測 史上，過 去最大の 地 震で あ っ た．石川県内で は，
七 尾市，輪島市，穴 水町 で 震 度 6強 を記録 した．能登地方 で

は 3J］25 口 だ け で 149回 の 有感 の 余震 を観 測 した．ま た，

珠 洲 市長橋 や 金沢港 で は最大波 20 セ ン チ の 津波を観測 した．

県警や 県消防 防 災課 の ま とめ に よれ ば．県内の 死者 1 名，負

傷者 175 人，避難者 は 2497人，全
’
卜壊 の 住宅 は 301棟で あ

っ た．

土砂災害と地盤災害

　能登有料道路 は，全 国的 に最 も高 い 盛 り ［t を した道路で あ

り．そ の 弱点を露呈した．山あい を縫うよ うに走 る部 分 で は

数 自 メ
ートル お きに 道路が 凵 を開 け，か つ ，10ヶ 所 近 くで

大規模 な崩落や 陥 没 が 生 じた．七 尾 市で は 道路が 幅 10 メー

ト ル に 渡 っ て 崩 落 し た ほ か，徳 田 大 津 ジ ャ ン ク シ ョ ン で は

40 セ ン チ の 段 差 が 生 じ，至 る 所 に 複 数 の 亀 裂 が 走 り．全 面

封 鎖 とな っ た．

　
一

方，日本 海 に突 き出た 小 さな 岬の 斜 面 も大 規模 に 崩れ た．

輪島市門前町深 見で は巨大 な岩石が 崩落 し，道路 を塞い で 深

見 地 区が 孤 、Zし た ほ か ，志賀町 の 〈 ヤ セ の 断崖 〉 や 珠洲宙の

見 附 島な どで も岩石や 土砂が 崩落 し，大 きな 亀裂 を生 じて 立

ち 入 り禁止 とな っ た．また，輪島市の 袖 ヶ 浜海岸で は，IIIの

斜面が 幅約 50 メ
ートル ，高 さ約 100 メ

ートル に 渡 り崩落し，

海 岸 線 の 道 路 が 寸断 され た．幸 い に も車が こ れ らの 崩壊 に 巻

き込 まれ た こ と に よ る負傷者は 出 なか っ た．

建物被害

　4 月 8 日現 在，最 も被害が 大きか っ た輪島市 だ けで も，全

壊 394 戸，半 壊 554 戸，　
・
部損壊 4，452 戸，非 住家被 害

1，084戸 に上 っ て い る．地震発生 の 時 問帯 に ほ とん どの 人 が

外 に 居 た た め に，家屋 の 損壊 が 多 い 割 に は，死傷 者 が少 なか

っ た （第 1 図 D ，E ）．また，避難所 は 輪島市 ll ヶ 所 に避 難

者 286 人，志 賀町 の 避 難所 4 ヶ 所 に は 36 名，穴水町の 避難

所 3 ヶ 所 に は 50名 が，そ して，石 川 県 内全 体 で は 1，130 名

が 避難 した，今回 の 地 震 の 最 大 の 特徴 は，過疎
・超 高齢地 域

に 発 生 した こ とで あ る が，最 も被害の 深 刻 な 旧 門前 町 で は，
65歳 以 Lの 人 口 は約 5割 で あ る．さ らに，今 回 の 地震の 揺

れ が 大 きい 割 に は被害が比 較的小 さか っ た こ とに つ い て，人

口 密集地 で なか っ た ほ か，雪 対 策で 倒 壊 を防 ぐた め に伝統的

に 家屋 の 柱や 梁が 太 く頑丈に で きて い た こ とが あ げ られ る．

その他の 被害状況

　3 月 25H 県内約 ll万 戸 が 停 電 し，26 日 16 ：50 に は 停電

が解消 した．また，25 日 には県内約 13，250世帯が 断水 し，4

月 7 日 8 ：00 に は す べ て が 解消 した （第 1 図 B ）．さ らに，

電 話 は 3 月 25 日に は 約 260 回線 が 不通 に な っ た ．道路の 通

行止 め は 15路線 22ヶ 所 で あ り，JR 北 陸 本 線 は 25 囗 201

20 か ら 全線 再 開 した．

　
一
方，志 賀町の 志賀原発 で は，臨界事故隠 しが 発覚 した 3

月 15日以 降，点 検 な どの た め全 2 基 が停止 中で あっ た ，な お，
一

時 的 な 停 電 が あ り，使 用 済 み燃 料 プール の 水が 約 45 リ ッ

トル 飛散 し た が ，すべ て 回収 し，外部 へ の 放射能 の 影響 は な

か っ た と 3 月 25 日 22 ：10 に 北 陸電力が 発表 し た （第 1 図 A ）．

金 沢 大 学 の 取 り組み

　金沢 大 学 で は，3月 25日に 発生 した能登 半島地 震に つ い て，

発生直後か ら，教員グ ル ープ等 に よる 学術調査 や 医療チー
ム

に よ る 支援が行 わ れて お り，3 月 30 囗に は，学 内外へ の 対

応 窓 冂 を一
本化 し．情報収集及び 連絡調整を行うため の 対策

本 部 が 設 置 され た．こ れ は個 別の 学術調査等 を把握 し，その

2007年 5 月 IO 日受付 ，
＊特集 写取 りま とめ 責任 者，

　 　 　 　 　 　 2007年 5 月 30 日受理．
　 　 　 　 　 　 　 　 北 陸 支部　金 沢大学大学 院自然科学耕 究科　 〒 920−ll92
Graduate　School　ofNatural 　Science　and 　Tcchnology，　Kanazawa 　UniveTsity

　 　 　 　 金SHT｝i角 間 町

Kakuma ，　Kanazawa 、920−1192　Japall．

〔5 ）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第 1 図　 能登 半島地 震 に よ り広 い 範囲で ，多 くの 被 害を こ うむ っ た．

Fig．1　 Situation　and 　damages　by　tle　Noto　Hanto　Earthquake　in　2007．A ；Shika　nuclear 　power　plant、
The　great　parts　of 　the　area 　has　bee皿 affectcd 　by　the　earthquake （B，C，D ）．　Many 　houses　were 　damaged　by　the　earthquake （E）．

（6）
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　第 2 図　皆の 支援 が 輪島の 人々 を元気 づ けま した，
Fig．2　Many　supports 　cheer 　up 　sufferer 　in　Wajjma　City．

議 啓

轡葉 智葉 が 翔に しみ る蝶 、管 様 にはま す ます ご健 勝の こ と とお慶

ぴ 申し譱げ衷す．

さて 、こ の 度の 能 登半 勧地麗に際 しま して は、い ち 甲 く避 難者 へ

の 心身 の ケア 、お 筧舞 い ．瀲 励の お 欝葉 な ど物心 に 亘 りご支 瞹を 賜

り心 か ら徹筏 申しk’．iずます。

痛館 の 避 難蓄 も 4 月 iO 資で それ ぞれ 帰 って 得 かれ ま し た。余 震

もま だ漕 ま っ た とは書 い 切れ ませ
．
んが、市民 ｝．／げ て 復 闘に 全力を傾

注 し て漏 り ま す。

懐様 の 心燬 まる懲 を胸 に 、元の 生 活 に戻れ る よ う硬 張ってお り衷

す。

米鑞なが ら．皆様 の こ纏 謙とこ多継 を心 よ りお祷 り申 し上 げ ．数 々

の ご恩に重ね て感謝 と解 礼を 申 し 1二げます．

輪鳥幤女性セ ン タ
・一

館長

煮事

患事

謹由

む 弘 や 礁

s，葬 舞 多

分 鰯 殍 手

第 3 図 支援 に対す るお 礼の 手紙

　　 Fig・3　Letter　ofthanks ．

活動 を大学 と して 総合的 に支援 し，今 後 の 学術調査 及 び復興

支援 に 生 かす た めの 組織 と して 「金沢大学能登 半島地 震 対 策

本部学術調査部 会」 を設 置 した．また，4 月 5 凵 に は 下 記 の

こ とが協議され た．

（1）調 査項 目及 び担当者

　 ・能登 半 島の 地 球科学的環境 と地震活 動

　
・能登 半 島 の 地 質 ・地 盤 と構造 物 文化遺産の 被害

　 ・災害 と社会構 造 と の 関係

　
・救 援活動 と避難所 の 運 営

　
・復 旧，復興へ の 経済的 ・法的諸課題

　
・地 震 発 生確率が低 く，か つ 高齢社会 に お け る地震防災意

　　識育成 の あ り方

（2）学術調査 に係 る科研費申請

　
・
申請 テ

ーマ ・
申請概要

・
研究代表 メ ンバ ー構成

（3）大学か らの 研 究費支援

（4）総括事務担当者

（5） ス ケジ ュ
ー

ル

　
・
報告会開催 ：4 月 21 日 15 ： 00− 17：00サ テ ラ イ トプ ラ

　　ザ で行い ，約 200名 の 参加があ っ た．

　 ・写真パ ネル の 展 示 ： 4 月 27 日か らサ テ ラ イ トプ ラ ザ と

　　県庁お よ び金沢大学で 行 っ た．

　調 査 部会打 ち合 わ せ メ ンバ ー
は 部会 長 を研 究 ・国 際担 当 理

事 が つ とめ，部 会員 と して，自然科学研 究科か ら 17名 ，文

（7 ）

学部，教 育学 部，情 報 部，経 済 学 部，法学部，留学生 セ ン タ

ー，事務局な どか ら そ れ ぞ れ 数 名の 名 前 が あ げ られ た．各 々

の 研 究 グル ープ は く 能 登 半 島地 震 学術調査 ・研究提案書 〉 を

4 月 初旬 に提出 した．金 沢 大 学 は 調 査 研 究 予算 を検討 し，科

学研究費 （特別研究促進費） を出 す 予 定で あ っ たが，東京の

方 の 大 学 が く 理 学系中心 の 研究で 出 し て お り，す で に認 め ら

れ て い るた め他 の 切 り口 （文系
・
医療系）〉 で 応募 した．

地学団体研 究会北陸支部 の動 き

　2007年 4 月 28 日に福井市自然史博物館 に お い て，地 団研

北 陸 支部の 講演会 と総会 を 開催 した．会員外 も含め て 約 20
名が 出席 し，田崎 和 江 （金 沢大学）が く 能登半島地震の 被害

地の 飲料水 と空 間放射能 〉 につ い て講 演 を行 っ た．次 い で ，

石渡　明氏 （金 沢大学）が〈 能登半島地震と断層 ・墓 石 の 転

倒 〉 につ い て講 演 し，福井県 と富山県 の それ ぞれ の 状況に つ

い で 膺報交換 を行 っ た．また，田崎 が能登 半島地震の 被害の

写真 を引き延ば して 会場 に展 示 し，会員 と研 究討論 を行 っ た．

また，会員 の 野 村正 純氏 は ，自分 の 住 ん で い る七 尾 市 の 墓 石

調 査 を独自で 行 い，本特集号 に 論文 を寄稿 した．さ ら に，6
月 上 旬 に は七 尾 市中島町の 水 田 に 海水が 浸入 し，塩害を起 し

た が，そ の 調 査 を 田崎，野村 が行 な っ た．

　な お ，今回 の 特集号 を企 画 す る 巾 で，地 団研北陸支部 に，
1 名 の 新入 会 員が あ っ た．
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本 特集 号の ね ら い

　す なわ ち，地 元 で 起 こ っ た 災害で あ りな が ら，金 沢大学 は

出遅 れ た 感が ある が，む し ろ 従来の 地 震時の 理 学系の み の 対

応で は なく，過疎 ・超高齢化地 域 で の 震 災 に 関す る総 合 的 調

査研究が 求め られ て い る こ と を強 く認識 した，そ こ で，本 特

集号 も従来の 地 質関係者 の み の 学術論文集で は な く，〈 人間

と地 域の復興に 向 けて 〉，他分 野 の 視点 か らの 論文も収録 し，

広 い 意味で の 地 球環 境科学 の 特集号 と した ．震源 の 解析 （平

松論文），七尾市の 隆起，陥没，液状化，墓石 の 調査結果 （野

村論文，大久保論文〉，鳥居や 墓石の 倒壊方向の 研究 （川 辺

論文） を は じめ と し，ラ イ フ ラ イ ン の 生 活水調査 （田 崎 論文）

（第 1 図 B），被 害地 に お け る医 療 問題 （児 玉 論文），原発周

辺 お よび被害地 に お け る空間放射能測定 （田 崎論文，荒谷論

文 ），災 害 地 で の 連続放射能測 定 （小村論文，伊藤論文），深

井 戸 に設置 した 記録計 に よ る 変化 （高橋論文），被害地 域 の

社会経済問題 （碇 山 論文） な ど地 球環境 科学お よび社 会 環 境

科学 の 多方面 に 渡 っ て い る こ とが 本 特 集 号 の 特 徴 で あ る．

市民 としての 地質屋 の役割

　地質屋 は住民 と接 して，被害者 の 地震 に対する 不安や 心配

を調査 して，科学的に 問題 を解決す る こ と も必 要で ある が，

実際に 被害者の 話 を聞い て あ げ る こ とで ，メ ン タル ケ ア と し

て の 意味もあ る．住民が，実際に地質の 専門家に 会う機会 は

非常 に まれ で あ り，被災時に 専門家 に 対 して 自分の 不安 な気

持ち を出せ る とい うこ とは，大 きな意 味 を持 っ て い る．地 質

屋 と地 質学者 は基 本的 に 同 じで あ り，地 質学者 も地震時 に は，

まず地 質 に詳 しい
・一

市民 と して の 役割を果た すべ きで あ ろ

う．もちろ ん ，その 時で ない と得 られ ない デ
ータ （時間が経

て ば消滅 し て し ま うよ うな デ
ー

タ ：道路の 亀 裂や倒壊した家

屋 の 地 盤 の 状況 な ど）もあ る の で ，
“
7 者

「t
と して の 側 面 の

活 動 を否 定 す るわ け で は な く，そ うい っ た 時 で も，人 間 の 生

活 を忘 れ て はい け な い と い うこ と で あ る．被害 を見て も，単

に 自然現 象 と して 捕 ら える の で は な く，そ こ に は，人 の 日常

生 活が あ っ て ，実際に 被害 に あ っ て 困 っ て い る 人 た ちが お り，

そうい う人た ちと きち ん と向か い あ っ て 話 をす る こ とが必 要

で ある．さ ら に，地 質調査 の 結果が 彼 らの 生活 （復興 ）の 手

助けに な れ ば なお よ く，そ の よ うな会話や 調査の 中か ら，地

震 時 の 具 体的 な話や 我々 の 調査 で は知 りえなか っ た 貴重な現

象や データ を得る こ と もで きる．

　従来，地質屋は 地震の 折，地 表地 震断層 を探 し，物理屋 は

観測 して 震源パ ラ メ
ーターを決 め，余震 分 布 を示 して 終わ っ

て い た．結局，こ れ は解釈 と解説 の 学問で あ り，事後，テ レ

ビ で プ レ ートの 解説をして終 りで あ っ た，こ れ で は 被害住民

に と っ て は少 しの 助 け に もな ら な い とい う批判が 以 前か らあ

っ た．最近 は，人文社会部会 を作 り，社会 現象 と して 災害を

と らえ る 研究 に 方向が 変化 し，耐 震 工 学 分 野 の 発 言 が 強 くな

っ て い る．本 特集号 は人 び との 生 活 を 中心 に した 生 活被害の

実態 と人 び との 生 活ニ ーズ の 解 明 や 災害対策 具体的な 政策

提言 も盛 り込 ん で い る．過疎 ・高齢化社会 の 能登 半島被 災 地

の く 人間 の 復興 と 地 域の 復興〉 に 少 しで も貢献で きれ ば 幸い

で ある．5 月 に入 っ て，輪 島か ら〈 が ん ば る 輪島 〉 （第 2 図）

と輪島市女性 セ ン ターか ら支援 の 礼状 （第 3 図）が 届 い た．

私 た ち調査 グ ル
ー

プこ そ，被災者 か ら沢山の こ と を学び，元

気をもら っ た と思 っ て い る．

（8）
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